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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般財団法人

光産業技術振興協会（OITDA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，産業標準原案を添えて日本

産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本

産業規格である。 

これによって，JIS C 6121-5-2:2007 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 

注記 工業標準化法に基づき行われた申出，日本工業標準調査会の審議等の手続は，不正競争防止法

等の一部を改正する法律附則第 9 条により，産業標準化法第 12 条第 1 項の申出，日本産業標準

調査会の審議等の手続を経たものとみなされる。 

JIS C 6121 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS C 6121 通則 

JIS C 6121-5-2 第 5-2 部：品質評価規格－光ファイバ増幅器の信頼性評価 

JIS C 6121-6-1 第 6-1 部：インタフェース－コマンドセット 
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序文 

この規格は，2017 年に第 2 版として発行された IEC 61291-5-2 及び Corrigendum 1:2019 を基に，技術的

内容及び構成を変更することなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

 

1 適用範囲 

この規格は，陸上光ファイバ通信システム用光増幅器（OA）及び OA サブシステム，特に希土類が添加

されたアクティブ光ファイバを使用した商用品である光ファイバ増幅器（Optical Fiber Amplifier: OFA）の

信頼性評価に必要な条件について規定する。 

この規格では，ブラックボックス的な手法を用いる。ブラックボックス的な手法は，光ファイバ増幅器

の詳細な実現手段とは無関係に製品仕様を規定するために用いる。信頼性評価のためには内蔵する部品の

情報が必要となる場合があるが，その場合は，それらの部品をブラックボックスとして扱う。 

注記 1 アクティブ光ファイバ及び融着接続に対し信頼性評価試験項目及び条件を規定しているが，

内部構造などを特定していないため，ブラックボックス的な手法と解釈する。 

この規格の目的は，光ファイバ増幅器に関し，リスクを最小限に抑えながら製品開発及び信頼性評価を

促進するために，必要最低限の信頼性評価試験のリスト，並びに試験の故障判定基準及び信頼性予測に関

する要求事項を規定し，標準的な信頼性評価試験方法を確立するための関連規格の情報を提供することで

ある。 

注記 2 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 61291-5-2:2017 ， Optical amplifiers－ Part 5-2: Qualification specifications － Reliability 

qualification for optical fibre amplifiers 及び Corrigendum 1:2019（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS C 6121 光増幅器－通則 

注記 対応国際規格：IEC 61291-1，Optical amplifiers－Part 1: Generic specification 


